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実験用試料 を作製するCAD/CAM装 置 とし




まずデ ンタルCadimを使用 して純 チ タンブ
ロックを切削加工 し,コ ーヌス内冠 を想定 した
金型 を製作 した。内冠 の外形 はこの装置の コン
ピューター上で歯頸部の直径が8mm,高 さが6
mm,軸 面のテーパーが6度 の円錐台形 となるよ
うに設定 した。また軸面と咬合面が交差する線角
は,1mmの 曲率半径で角を丸めた。次に同 じ器
具と材料 を使用 してコーヌス外冠を製作 した。外
冠内面 はコ ンピューター上で構築 した内冠外形




軸面の厚 さは1mmと なるように切削 した。
なお切削は粗加工 と仕上げ加工の2段 階とし,












磨 した。なお試料は内冠と外冠 を1組 とし,それ
ぞれの条件について3組 ずつの試料を製作 した。
3.維持力の測定
まず完成 した内冠金型に外冠 を適合 させ,定 加
重器 を用いて外冠咬合面 から垂直方向に50Nの
荷重を加 えた後,反 対方向に引き抜 く着脱操作を
繰 り返 した。この時,内 冠金型に対 し外冠が常に
同 じ位置で適合す るように,辺 縁部に標点を付与
して行った。この操作 を0回 から始めて100回ご
とに維持力を測定 し,着 脱2000回まで繰 り返 し
た。維持力の測定 に当たっては,計 測 スタン ド
(M-1356,アイコーエンジニァ リング〉 とプッ
シュプルゲージ(M-9520B,アイコーエンジニ
ア リング)を 用い,垂 直方向に50Nの荷重 を加
えた後,ク ロスヘ ッドスピー ド5mm/minの条件
で引抜 き試験 を行った(図2)。 なお各試料とも






断機(ア イソメッ ト,ビューラー)を 用いて中央






お よび図3に 示す。いずれの外冠形態 も,最 初
の着脱0回 の状態で最大の維持力 を示 した。そ
の中でも外冠 の辺縁角度 を40度,咬合面部内外
冠間の間隙量 を200μmに設定 した試料が23.55±
3.05Nと最大の値 を示 し,外冠の辺縁角度 を20度,
08
咬合面部内外冠問の間隙量 を0μmに 設定 した試
料が17.36±1.80Nと最小の値であった。
維持力は着脱回数が増 えるに従って減少する傾





と最大の値 を保ち,外 冠の辺縁角度 を20度,咬
合面部内外冠間の間隙量を0μmに 設定 した試料
が4.98±1.48Nと最小の値であった。
また維持力の変化について もう少 し詳 しく見て
みると,初期の着脱300回前後 まで維持力が急激
に低下す るが,辺 縁角度が20度の試料は,着 脱
500～700回付近で逆 に一度維持力が増加する傾




































時に微少変形を起 こし,く さび効果が生 じること
によって発揮 され る5)。したがって最初か ら内冠
咬合面 と外冠内面が接触 していると,く さび効果










な く,安 価でもあるためCAD/CAM装 置によ
る切削加工には適 した材料であると考 えられる。
そ こでCAD/CAM装 置 とチ タンそれぞれの特





高径,軸 面テーパー,表 面粗 さ,外冠の適合度,















ス内外冠 を作製 し,2000回まで着脱 を繰 り返す
ことによ り,コーヌスクローネとしての維持力が
どのように変化す るか検討 した。条件設定につい
ては,維 持力に影響 を及ぼす因子の うち外冠の形
態の違いに焦点を絞 り,内冠は臼歯部の支台歯 を












咬合力は食品の性状 によって異なるが,三 浦 らは
有歯顎者で平均約8.Okgであった と述べている15)。
また森川は有歯顎者の第一大臼歯部で測定 した結

































ジンパ ターンを作製 し,それを計測 したデータを
Lo%拡大 して切削加工 している。 また完成 した
クラウンもセメン ト合着 を行った後,切 断 してそ
の被膜厚さを測っているため,こ の値 を純粋な加
工誤差 と判断するのは無理がある.一方伊藤 らは
や はりデ ンタルCadmmを使用 して,支 台歯原型
を計測 したデータをもとに,ブ ロックを同 じ形態
















を20度に設定 した試料で顕著 であった。 この こ
とか らもCAD/CAMに よる切削加工の誤差が,
外冠の歯頸部付近に大 きく現れ,特 に辺縁角度 を
薄い20度に設定 した試料でその影響が大 きか っ
たことがうかがわれる。 したがって外冠試料 を内
冠金型に適合 させた時に,最 初は歯頸部だけが接
触 して荷重により大きく変形 し,結果 として維持
力 も大 きくなったのではないかと考えられる。
着脱回数が増加するにしたがって,維 持力は減
少す る傾向を示 したが,辺 縁角度20度の試料では,
着脱500回～700回付近で一度維持力が増加 して
いる。これは最初歯頸部付近だけで強く接触 して




増加 し,く さび効果 もいろいろな方向に発揮 され
るようになって,維 持力が一時的に増加に転 じた
ものと推察される。
その後着脱2000回まで徐 々に維持力 は低下 し
た。この理由として,ま ず試料内外冠軸面の接触































岸は外冠試料 を白金加金で鋳造 して作製 している。
今回の実験で使用 したJIS第2種純チ タンは,金
合金 と比較す ると硬 さは類似 しているものの伸び
は小さい。 したがって同 じ荷重が加わった時で も
変形 しにくいことが予測される,つ まり外冠内面
と内冠の接触が辺縁部付近だけに限局 される時に














実験ではCAD/CAMを 使用 してい るため,試
料の製作方法が異 なるが,咬 合面部内外冠間に
200μmという比較的大 きな間隙 を設定 して も,















能性 もある。 このことについては,設 定条件 を変
えて更 に検討する必要があろう。
結 論
CAD/CAM装 置により製作 した純 チタン製
コーヌスクローネについて,2000回まで着脱 を
















試料では,軸 面 との隅角部で内外冠が接触 してい
る像 も一部認められた。
以上の結果より,条件設定 をうまく行うことに
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